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明治学院大学　総務部研究支援課

No． 区分

学部 文学部 職位 教授

氏名 久山　道彦

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

学部 文学部 職位 教授

氏名 田原　いずみ

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 滞在 2か月

研究課題

学部 文学部 職位 教授

氏名 斉藤　綾子

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 滞在 ー

研究課題

学部 文学部 職位 准教授

氏名 和田　ちはる

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 滞在 1年

研究課題

学部 経済学部 職位 教授

氏名 神山　恒雄

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 経済学部 職位 教授

氏名 佐々木　百合

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

6 国内研究

日本の物価と金融政策

4 国外研究 ドイツ・Internaitonale Hanns Eisler Gesellschaft

ハンス・アイスラー受容の可能性——現在の視点から——

5 国内研究

明治期～昭和戦前期における日本経済の展開　- 経済政策を中心に -

2 国外研究 スイス・ジュネーヴ大学

① フランス語と日本語における主観化を帯びた発話についての語用論的研究

② 日本人学習者によるフランス語の時制と前置詞の共起また話法の被伝達節における時制の誤用

3 国内研究 国内

１）映画研究におけるジェンダー映画批評やフェミニズム映画理論の歴史的体系化

２）日本における女性パイオニアプロジェクトの共同研究参加

研究サバティカル報告者一覧(2022/4～2023/3 適用)

氏名

1 国内研究 国内

（１）博士論文(Understanding of Createdness in Origen's De Principiis)の出版

（２）オリゲネスと七十人訳聖書：聖書本文と解釈、そして批判的聖書学

（３）研究書の翻訳：Henry Chadwick,The Early Church(Penguin Books),1967

1



No． 区分 氏名

学部 経済学部 職位 教授

氏名 室　和伸

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 経済学部 職位 教授

氏名 中村　友哉

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 経済学部 職位 准教授

氏名 吉田　真

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 社会学部 職位 教授

氏名 石原　英樹

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 社会学部 職位 教授

氏名 加藤　秀一

研究期間 2022/9/21-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 社会学部 職位 准教授

氏名 鬼頭　美江

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

11 国内研究

ゲノム編集技術の倫理問題をめぐる人々の〈形而学上〉の解明

10 国内研究

①「性的マイノリティをめぐる寛容性と不可視性：社会意識と居場所の社会学的考察」　(科研)

②「新型コロナ禍における行動の変化と社会階層：地域における社会関係資本に着目して」　(科研)

③「親密性の変容に関わるマッチングシステムの基礎的研究」

11 国内研究

恋愛関係の形成に関する実証的研究—スピード・デーティングを用いた検討—

8 国内研究

LGQ(Linear Quadratic Gaussian)ゲームにおける情報取得の内生化と経済厚生

9 国内研究

バイロイトのリヒャルト・ワーグナー祝祭(通称「バイロイト音楽祭」)上演記録の検証

7 国内研究

財市場・労働市場・信用市場の不完全性がマクロ経済に及ぼす影響
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No． 区分 氏名

学部 社会学部 職位 教授

氏名 大瀧　敦子

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 社会学部 職位 准教授

氏名 高倉　誠一

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 法学部 職位 教授

氏名 伊室　亜希子

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 法学部 職位 教授

氏名 波多江　久美子

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 法学部 職位 教授

氏名 大野　武

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 法学部 職位 准教授

氏名 井頭　麻子

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

16 国内研究

区分所有法制の比較研究

民法の基礎的研究

17 国内研究

イオン性超分子金属錯体の構築と機能性開発

14 国内研究

民法・信託法の研究

　留置権の解釈論、立法論

　信託の変更について

15 国内研究
自動車損害賠償保障法３条をめぐる交通事故に基づく損害賠償上の諸問題のうち、同条により保護の対象

とされる「他人」から除外されてきた「運転補助者」について、他人性否定の判例法理、他人性否定の根

拠とその判断基準についての議論状況、運転補助者をめぐる裁判例について研究し、問題点を整理してそ

の検討を行った。

12 国内研究

医療の地域化・在宅化と医療ソーシャルワーカー業務に対する影響について

13 国内研究

知的障害教育における「各教科等を合わせた指導」の教育実践のあり方の検討
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No． 区分 氏名

学部 法学部 職位 教授

氏名 高橋　文彦

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 国際学部 職位 教授

氏名 末内　啓子

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 国際学部 職位 教授

氏名 戸谷　浩

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 国際学部 職位 准教授

氏名 岩村　英之

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 国際学部 職位 教授

氏名 VESEY Alexander Marshall

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 心理学部 職位 教授

氏名 小野　昌彦

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

22 国内研究

宗教的境界の変容：日本の社会変化とグローバル化の影響により、現在に起こっている寺社と社会の関係

の変化

23 国内研究

研究課題１：児童生徒の問題行動改善の為の包括的支援アプローチの構築—発達障害のある/ない不登

校、緘黙、いじめ問題を対象として—

研究課題２：保育園における系統的発達支援システムの構築

20 国内研究

近世ハンガリーのヴラーフ。

多民族・多文化社会のイストリア半島にとっての帝国とナショナリズム。

農・農業の世界史。

21 国内研究

経済学および社会経済の観点から人工知能技術の発展を考察する：

　（１）機械学習の経済分析への応用可能性

　（２）人工知能の進歩が雇用および社会経済に与える影響

18 国内研究

法と宗教に関する法哲学的研究

　（１）仏教的自然法論とキリスト教的自然法論

　（２）無我の正義論の可能性

19 国内研究

グローバル化研究
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No． 区分 氏名

学部 心理学部 職位 教授

氏名 渋谷　恵

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 心理学部 職位 准教授

氏名 垣花　真一郎

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 教養教育センター 職位 教授

氏名 亀ヶ谷　純一

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

学部 教養教育センター 職位 教授

氏名 徐　正敏

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 大韓民国・韓国キリスト教歴史研究所 滞在 10か月

研究課題

学部 教養教育センター 職位 准教授

氏名 野副　朋子

研究期間 2022/4/1-2023/3/31

研究機関 国内 滞在 ー

研究課題

（学部学科順）

28 国内研究

植物における金属キレーター、ムギネ酸類及びニコチアナミンに関する研究

26 国内研究

１．ブラジルのスポーツ事情について、1）ビーチバレーはじめビーチスポーツの現状を視察、2)スポー

ツ指導でのハラスメント、体罰の現状をヒヤリング。

２．白金通信に掲載した「生涯スポーツのすすめ」の30年後の検証

27 国外研究

軍事独裁時代における韓国民主化運動と日韓キリスト教の協力

24 国内研究

シティズンシップ教育およびホリスティック教育の国際比較研究

25 国内研究

教授による学習効果の機序の解明—聞き手の社会的存在感と説明者の発話内容の特徴の関連に着目した検

討—
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